
【取組内容】 児童と教師間での学習計画の共有

旭川市立緑が丘小学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

〇Googleクラスルームや大
型提示装置を活用して，
単元や１単位時間の学
習計画を児童と教師が共
有できるようにした。

〇目標・視点・学習の流れ・
資料等を集約して共有す
ることで，学びを進める際
のよりどころができ，自力で
課題に取り組む児童が増
えた。

〇事前に提示することで，
あらかじめ学習内容を確
認する児童が増えたことに
より，授業時の説明・指
示が減り，個々の見取
りや支援を行うことができる
時間が増えた。

教師の記入事項や留意点 児童と共有する学習計画

 教科・単元名・時数

 ・学習課題や目標

 ・意識させたい視点

  （見方・考え方）

 ・ゴールまでの見通し

 ・児童が自力で進める

　ことができるような

　指示

 ・前時までの学習記録

 （まとめ・振り返り）

 ・学習コンテンツ

 （外部HPや動画など）
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